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は   じ   め   に 

 

 健康福祉センター（保健所）は、公衆衛生の第一線の機関として、感染症対策や食中毒

対策等の健康危機管理事業などに取り組んでいます。 

 新型インフルエンザの発生や中東呼吸器症候群（MERS: Middle East Respiratory 

Syndrome）、高病原性鳥インフルエンザなどの新興感染症の出現や、炭疽菌やサリンなど

の生物化学物質によるテロ発生の懸念、北朝鮮のミサイル発射など、県民の生命や健康に

とって新たな脅威が次々に発生しています。また、東京オリンピック・パラリンピック  

開催時には、多くの外国人旅行者が訪日し、国内に感染症が持ち込まれることが予想され

ることから、感染症対策が求められます。 

 特に、外国人旅行者の入口となる成田国際空港が管内にあることから、感染症を初めと

する緊急事態に対応するため、日ごろから訓練を通して迅速な初動体制の確立に力を入れ

ています。 

 また、阪神淡路大震災以降、東日本大震災、熊本地震など大規模災害が続いており、   

南海トラフ巨大地震が発生した場合には、震源域は離れているものの、千葉県でも津波に

よる甚大な被害が予想されています。 

一方で、マグニチュード７クラスの首都直下地震は３０年以内に約７０％の確率で発生

すると言われ、千葉県も大きな被害を被る可能性があり、災害救護の役割が大きくなって

います。 

 千葉県では、将来起こり得る大規模災害から県民の生命と健康を守るため、県内の医療

救護体制を整備することを目的として「千葉県災害医療救護計画」を作成しています。 

 災害発生時に、健康福祉センター（保健所）として最初に実施すべきことは、「負傷者

の救命救急」「被害状況の確認」です。次に「避難所の健康管理」と、時間経過とともに

必要とされる医療救護活動は変化していきます。当センターでは、災害時に印旛地域合同

救護本部を立ち上げ、災害医療救護活動を具体的に行うことができるよう、対応マニュア

ルの作成や災害訓練などを行っているところです。 

 この事業年報は、平成２８年度の印旛健康福祉センター（印旛保健所）の事業実績を  

取りまとめたものです。地域の資料として御活用いただくと共に、健康福祉センター  

（保健所）業務に御理解を賜れば幸いに存じます。 

 今後とも、皆様方からの御支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

平成２９年１１月 

 

千葉県印旛健康福祉センター長  杉戸一寿 
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凡  例 

１ 各表、図は、年とあるものは１月～12 月の暦年、年度とあるものは、４月～翌年３月

の会計年度である。 

２ 各表中、年号表示のない資料は、平成 28 年度分（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月

31 日） 

３ 各表欄外の注を参照のこと。 

４ 各表の数字は、単位未満を四捨五入してある。したがって、合計表と内訳の計が一致

しない場合がある。 

５ 各表の符号は、特にことわりのないほかは、次のとおりである。 

「０」掲載単位に満たないもの 

「－」該当なし 

「…」事実不詳又は資料なし 

「△」減少を示す 

 


